
目　　次

1.　施設栽培における日本産天敵毘虫の利用

巽　えり子氏　住化テクノサービス(秩)

2.　特別講演会のご案内

頁　1

頁　5



施設栽培における日本産天敵昆虫の利用

巽　えり子

住化テクノサービス(蛛)

日本において初めて天敵昆虫(ダニ含む)が霞

薬登録されたのは1995年のことです(チリカプ

リダニとオンシツツヤコバチ)注1｡日本の天敵利

用は､海外の製剤を輸入しその利用技術を取り入

れることで発展してきました｡ 2005年までの

10年間で海外産天敵は次々に憲薬登録され､一

時期は10種以上が販売されていましたが､うち

数種が販売中止になり､現在は7種に落ち着いて

います｡

日本産の天敵の中で最初に開発されたのはナ

ミヒメハナカメムシで､ 1998年に麗薬登録され

ました｡以後､国内での天敵開発は活発化し､現

在は5種の日本産天敵昆虫が販売されています｡

販売されている種の数でいえば､日本産天敵は

海外産天敵に迫る勢いですが､売上高の大きな天

敵の上位5種のうち実に4種が海外産であり､天

敵利用の現場ではまだまだ海外産天敬のシェア

が高いのか実状です(2013年8月現在)｡

また近年では､製剤化されている天敬だけでな

く､ ｢土着天敵(圃場周辺に生息している天敵)｣

の利用例も増えてきています｡本稿では､販売さ

れている日本産天敵を紹介するとともに､土着天

敵の利用例についてもご紹介いたします｡

1.販売されている日本産天撤

タイリクヒメハナカメムシ:アザミウマの捕食性

天敵です｡現在､ ｢オリスターA｣ ｢トスパック｣

｢タイリク｣ ｢リクトップ｣という商品名で､ 4

社から販売されています｡上述のとおり､タイリ

クヒメハナカメムシよりナミヒメハナカメムシ

のほうが先に農薬登録されましたが､ナミヒメハ

注1 :正確には1970年に登録されたクワコナカイカラム

シの天教クワコナカイガラヤドiノバチが最初ですが､施設

栽培における天敵利用の流れを作ったという意味で､

1995年を最初としました

ナカメムシよりもアザミウマの捕食登が多く､休

眠性が弱く冬季にも利用できることから､タイリ

クヒメハナカメムシのほうが広く普及しました｡

現在でも､日本産天敵の中で最も売上高が大きい

種です｡

低温では活動が鈍くなるので､加温設定温度

の比較的高いナスやピーマンのハウスで主に利

用されています｡

写真1.タイリクヒメハナカメムシ成虫

ナミテントウ:アプラムシを捕食する天敵で(商

品名:ナミトップ)､ 2002年に霞薬登録されて

います｡姿かたちが愛らしく､アプラムシを大畠

に食べるのか特長です｡

アプラムシの天敵製剤の中で最もよく普及し

ているのは海外産天敵の｢コレマンアブラバチ｣

ですが､ナミテントウはこのコレマンアブラバチ

が寄生できない種類のアプラムシが発生したと

きや､アブラバチだけでは随除しきれないほどア

プラムシが多発生したときなどに利用されてい

ます｡ナミテントウは一般に飛翔能力が高く､ハ

ウス内に放飼してもすぐに外に飛んでいってし

まうため､麹に物理的な処理をして飛翔できない

ようにした成虫が販売されています｡また､飛翔

能力の低い個体を選抜して作り出した｢飛ばない

ナミテントウ｣の農薬登録もすすめられています｡



写真2.アプラムシに産卵するチヤバラアプラコ

バチ

チヤバラアプラコバチ:アブラムシの寄生蜂で､

2009年に農薬登録されました(商品名:チヤバ

ラ)｡成虫の体長は約1 mで､ ｢チヤバラ｣の名の

とおり腹部が茶色く､日本国内に広く分布する内

部単寄生性蜂です｡野外では成虫で休眠越冬しま

すが､その休眠性は弱く､短日条件下であっても､

ハウス内のように気温が轟ければ産卵できます｡

コレマンアブラバチが寄生できないアプラムシ

(ヒゲナガアプラムシ類)に寄生できるので､コ

レマンアブラバチと併用して利用されています

(本種の生態については､生物的防除部会

NEWS37号で紹介させていただきましたので､

そちらをご参照ください)｡

ハモクリミドリヒメコバチ:ハモグノバ工の寄生

蜂で､ 2005年に農薬登録されています(商品

名:ミドリヒメ)｡本態は日本国内に広く分布し

ていますが､製品化されているのは沖縄県由来の

産雌性単為生殖の系統で､休眠性はありません｡

アリカタシマアザミウマ:アザミウマを捕食する

アザミウマで､ 2003年に震薬登録されました

(商品名:アリガタ)｡日本産といっても､日本

では沖縄にしか生息していない種です｡産雌性単

為生殖で､休眠性はありません｡

2.土着天敵の利用

土着天敵の利用方法は､大きく分けて3種類(周

辺から誘引する､採集する､増殖して利用する)

あります｡製剤化されている日本産天敵を､海外

からの｢輸入天敵｣と対比させるために｢土着天

敵｣と呼ぶこともありますが､ここでは｢周辺に
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生息しているもの｣を土着天敵とし､その利用に

ついて紹介します｡

●保護･誘引する

土着天敵の利用で最も一般的な方法です｡選択

性の化学農薬を使って天敵を殺さないようにし

たり､天敵が誘引されやすい植物を圃場周辺に植

えたりする方法で､主に露地栽培で実施されてい

ます｡天敵を誘引するために植えられるのは､ハ
ープ類､マリーゴールド､ソルゴーなど､天敵に

花粉や蜜を提供できる植物です｡

ただし､都合よく土着天敵が誘引できるかどう

かは､圃場周辺の環境や天候に左右されるという

難しさがあります｡

●採集して放飼する

土着天敵が自然発生するのを待つのではなく､

天敵昆虫を人為的に採集し､圃場に放飼する方法

で､主に施設栽培で実施されています｡テントウ

ムシを見つけたから捕まえてハウスに入れてみ

た､という程度の利用は昔からよくありますが､

最近は地域をあげて採集技術を共有するなど､れ

っきとした防除手段とみなせるような事例も増

えてきています｡

タバコカスミカメ:コナジラミやアザミウマを食

べることで知られている土着天敵です｡完全な肉

食ではなく植食もおこなう種で､ゴマを非常に好

むため､ハウス周辺にゴマを栽培して誘引し捕獲

するのが一般的です｡トマトやピーマンでは､タ

バコカスミカメの吸汁により茎が折れたり奇形

栗が発生したりすることもあるので､利用には注

意が必要です｡

写真3.ゴマの花にいる

タバコカスミカメ成虫

(写真提供:佐藤正義氏)



採集が容易であること､比較的低温に強く冬季

にも利用できることから､主にナスのハウス栽培

において､高知県や鹿児島県､福岡県､岡山県な

どで利用されています｡

クロヒョウタンカスミカメ:蟻によく似た姿のカ

スミカメで､コナジラミとアザミウマの天敵とし

て知られており､高知県の芸西や安芸､土佐にお

いて採集利用が盛んな種です｡クスの群落でよく

発生するため､吸虫曹などでクロヒョウタンカス

ミカメを採集し､持ち帰ってハウス内に放飼しま

す｡タバコカスミカメのように作物に被害を及ぼ

すという報告はありませんが､発育期間が長く増

殖が遅いという特性があります｡

●採集した天敬を維持する

土着天敵が発生する場所を知っていたとして

も､欲しい時期に欲しい分だけ採集できるとは限

りません｡採集した土着天敵をできるだけ有効に

活用するため､高知県では｢天敵温存ハウス｣を

つくるという取り組みがおこなわれています｡採

集してきた天敵や､栽培終了期にハウス内で増え

た天敵を次作の開始まで維持するためのハウス

で､ゴマやソルゴー､マメ科植物､ハープ類など

が植えられます｡復数の農家さんが共同で管理し

ていることもありますし､個人で1棟用意してい

る人もいます｡

写真4.高知県土佐市の

天敵温存ハウス(栽培さ

れているのはソルゴー)｡

テントウムシがたくさん

生息していました

●産地間で受給する

高知県で実施されている､産地間で天敵を譲り

合うという事例です｡高知県の沿岸部ではナスや

ピーマンを冬春作で栽増しますが､山間地は夏秋

作であることから､栽培終了期に相手の産地を訪

問し､ハウス内で増えた天敬を採集して持ち帰り､

各自のハウスに放飼して利用します｡ただし､土

着天敵を防除に利用する場合､虫の移動は県内ま

でと決まっているため(後述)､同一県内で異な

る産地があるということがこの方法を成立させ

る前提条件となります｡

図1.産地間受給イメージ｡沿淳部の生産者は秋に山

間地を訪問して天敵を持ち帰り､山間地の生産者は春

に沿岸部を訪問して天轍を持ち帰ります

●地域で増殖･配布する(特定農薬)

土着天敵は､食酢や重曹とともに特定農薬(義

作物､人畜､水産動植物に害を及ぼす恐れがない

ことが明らかなものとして農林水産大臣と環境

大臣が指定する叢薬)に指定されています｡ただ

し土着天敵の場合(規定書類には｢地場の天敵｣

と表現されている)､日本国内で採集されたもの

すべてが特定農薬になるのではなく､ ｢地場｣の

範囲は都道府県内と決まっています｡すなわち､

同一県内であれば土着天散は特定農薬として防

除に利用できるということで､この通達をもとに､

高知県では県が高知大学にクロヒョウタンカス

ミカメの増殖を委託し､周辺の生産者に配布する

という取り組みがおこなわれています｡配布され

る童には限りがありますが､土着天敵の有効性が

地域に浸透していることがよくわかる事例です｡



3.商品化が検討されている土着天敵

土着天散として有効性が明らかになった種が

商品化されることもあります｡近年､土着天敵の

商品化に関する研究は非常に活発で､各メーカー

がそれぞれ検討していますので､その中から主な

ものを紹介したいと思います｡

キイカブリダ二･ヘヤカブ｣ダニ:高知県の試験

場で有効性が確認された土着のカプリダニです｡

いずれもアザミウマを捕食します｡

ヘヤカプリダニはケナガコナダニも捕食し､籾

殻や米ぬかなどの有機質資材をハウス内に撒い

ておくと自然発生しやすい種です｡キイカプリダ

ニはヘヤカプリダニより自然発生率は低いです

が､コナジラミも捕食できるという特長があり､

商品化が期待されています｡

アカメガシワクダアザミウマ:アザミウマを捕食

する天敵です｡捕食壷はタイリクヒメハナカメム

シより少ないですが､花粉を食べる習性があるた

め害虫密度が低い条件でも定着性が高いという

特長があります｡また､低温活動性が高いので､

イチゴなどタイリクヒメハナカメムシが利用で

きない条件での活用が期待されています｡

ヒメカメノコテントウ:本種は筆者が所属する住

化テクノサービス(株)が開発中の天敵で､アプ

ラムシを捕食します｡ナミテントウやナナホシテ

ントウより小型のテントウムシ(体長約4m)で､

日本各地に生息しています｡ナミテントウに比べ

ると捕食宝は少ないですが､麹に処理をしなくて

も故飼個体がハウスに定善しやすい特長があり､

高知県では土着天敵として採集利用が盛んな種

です｡休眠性は弱く､温度が高い加温施設であれ

ば冬季でも活動できます｡

写真5.交尾中のヒメ

カメノコテントウ

以上のように､国内の天敵を活用する事例は

徐々に増加しています｡これまでに確立されてい

る海外産天敵製剤の利用技術に､日本産天敵製剤

や土着天敵の利用技術が加わることで､日本の天

敵利用技術がより発展することを期待していま

す｡
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特別講演会のご案内

下記の様に農薬部会･生物的防除部会共催で下記要領にて特別講演会を開催致し

ますので､多数ご参加下さいますようお願いいたします｡講演会終了後､講師の先

生を囲みささやかな懇親会を開催致しますので､併せてご参加下さい｡

ご多忙の折とは存じ上げますが､是非ご参加下さい｡

記

日時:平成25年10月16日(水)　午後3時～5時

場所:東京農業大学　食と麓の博物館　2F　セミナ一室

演題: Research on Chemicals to lmDrOVe the Survei一lance and Control

of M°squ競oes (蚊の監視と防除を向上させる化学物質の研究)

内容: 1, Chemicals inV°lVed in mosquib hostseeking

2. Mosquito repe一lent

3. Efficacy testing of insmticide treated uniforms

演者: Dr, Ulrich R. Bernier

Center for Medica一, Agricultural &VeterinaけEntomol°gy (CMAVE) ,

Agrjcultural Research SeNice (ARS) , USDA

参加費　2. 000円(資料代､懇親会費含む)

◆懇親会◆
会場:食と農の博物館1F　｢プチラディッシュ｣　午後5時～

¶参加申し込みは下記のいずれかにご連絡下さい｡
･ 〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1 -1 -1

東京農業大学　総合研究所研究会　農薬部会事務局　TEL : 03-5477-2321

E-mail : nouyaku@nodai.ac.jp (押下研究室)

･東京農業大学　総合研究所研究会　生物的晦除部会事務局　TEL: 090-2758-7093

E-man : sp9e7te9@aria.ocn_ne.jp (柳井庶務担当幹事自宅)

発衛東京農業大学総合研究所研究会 

生物的防除部会(代表和田哲夫) 

〒156-8502東京都世田谷区桜1-1-1 

TELO3-5477-2411(直通) 

FAXO3-5477-4032 

e-mailt3adati@nodai.ac.jp 
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